
　
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
ま
だ
ま
だ
沈
静

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
地
で
催
し

が
開
催
さ
れ
交
流
が
深
ま
り
、
心
豊

か
に
な
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
豪
雨
災
害
が
各

地
で
多
発
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る
事
に
は
心
が
痛
み
ま
す
。

　
ま
た
、
今
夏
は
連
日
の
猛
暑
で
、

夏
バ
テ
気
味
の
方
も
多
い
の
で
は
と

察
し
ま
す
。
栄
養
と
休
養
を
充
分
に

取
り
、
万
全
の
体
調
で
日
々
の
業
務

に
当
た
り
ま
し
ょ
う
。
　
（
Ｓ
・
Ｍ
）

編
　集
　後
　記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ゴ
ー
ル
ド
会
員
登
録
者
紹
介

下
期
入
会
説
明
会
日
程

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
七
月
三
十
一
日
ま
で

　城
端
地
域

　
　
中
田
　
政
典
　
　
山
本
　
良
昭

　
　
田
辺
　
哲
男
　
　
喜
多
　
　
勉

　
　
松
原
早
百
合
　
　
西
田
　
一
美

　平
地
域　

　
　
上
原
　
史
朗
　
　
池
田
　
政
彦

　
利
賀
地
域

　
　
野
村
紀
美
子
　
　
高
桑
　
久
義

　
　
高
桑
　
真
琴　

　
井
波
地
域

　
　
往
蔵
日
登
美
　
　
吉
田
　
克
美

　
　
吉
田
　
俊
洋
　
　
松
川
　
　
毅

　
　
野
原
　
裕
治
　
　
山
本
　
　
彰

　
　
松
島
　
　
弘

　井
口
地
域　
　
　

　
　
吉
田
美
和
子

　福
野
地
域

　
　
鳶
野
　
登
之
　
　
高
田
喜
代
志

　
　
安
達
　
昭
吾
　
　
石
川
　
　
徹

　
　
松
本
　
文
男
　
　
中
薮
　
明
美

　
　
川
崎
　
幹
夫
　
　
竹
本
　
修
志

　
　
石
﨑
　
欣
治
　
　
石
崎
　
友
二

　
　
大
島
　
忠
義
　
　
安
田
　
弘
志

　
　
河
合
　
正
利
　
　
重
原
　
　
均

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
井
上
　
和
美
　
　
松
本
　
和
美

　
　
斉
藤
　
幸
一

　福
光
地
域

　
　
渡
辺
　
久
子
　
　
本
居
　
文
夫

　
　
中
筋
　
　
弘
　
　
前
田
　
景
子

　
　
宮
崎
　
平
作
　
　
吉
井
富
志
美

　
　
浅
地
　
京
子
　
　
上
坂
　
正
治

　
　
北
島
　
利
枝
　
　
山
下
　
郁
代

　
　
榊
　
ス
エ
子
　
　
本
居
　
紀
子

　
　
中
山
　
祐
子
　
　
法
邑
　
豊
秋

　
　
高
桑
智
江
子
　
　
南
　
登
代
子

　
　
渡
辺
　
芳
明
　
　
宮
元
　
福
子

　
　
栗
山
　
仁
視
　
　
小
西
　
博
之

【
出
前
入
会
説
明
会
】

　
十
月
十
日（
火
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
城
端

　
三
月
八
日（
金
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
井
口

【
女
性
限
定
入
会
説
明
会
】

　
十
一
月
二
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
開
催
場
所
　

　
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　※

連
合
会
主
催
「
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ

　
　
講
習
会
」
を
同
日
開
催
し
ま
す
。

　
井
波
地
域
　

　
　
大
久
保
信
子
　
　
山
本
　
申
三

　
こ
の
度
、
特
殊

肥
料
と
し
て
、
富

山
県
へ
登
録
し
ま

し
た
。
肥
料
の
名

称
は
、「
シ
ル
バ
ー

た
い
ひ
」
で
す
。 

　
新
し
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
な
り
、

厚
み
も
増
し
て
、

耐
久
性
も
向
上
し

ま
し
た
。
ま
た
、
主
要
な
成
分
を
検

査
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
よ
り
様
々

な
用
途
で
使
い
や
す
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
土
壌
の
通
気
性
や
生
物
性
の
改
善

が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
一
度

お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

配
分
金
支
払
日

令
和
五
年
版
　
会
員
手
帳
予
約
受
付

「
シ
ル
バ
ー
た
い
ひ
」へ
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　
八
　
月
分
　
九
　
月
二
十
日（
水
）

　
九
　
月
分
　
十
　
月
二
十
日（
金
）

　
十
　
月
分
　
十
一
月
二
十
日（
月
）

　
十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日（
水
）

申
込
方
法
：
事
務
局
窓
口
か
電
話
で

九
月
末
日
ま
で
に
申
込
く
だ
さ
い
。

一
冊
　
三
〇
〇
円

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以

上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
、
ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方

に
、
ぜ
ひ
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

福野シルバーワークプラザ　研修室
午後1時 30分～

令和5年度
下期入会説明会日程

令和5年度
下期入会説明会日程

令和5年10月20日（金）

令和5年11月20日（月）

令和5年12月20日（水）

令和6年  1月19日（金）

令和6年  2月20日（火）

令和6年  3月19日（火）

金
額

四
〇
〇
円（
税
込
）／
袋

シルバーだより

令和５年９月10日発行

第　57　号
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◇富山県シルバー連合会優良表彰
◇各委員会からのお知らせ・事務局だより
◇安全だより
◇おしらせ

主な内容
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令
和
五
年
度
定
時
総
会
を
六
月
九

日
（
金
）
に
出
席
者
五
百
七
十
四
名

（
う
ち
委
任
状
三
百
二
十
八
名
、
書

面
議
決
権
行
使
会
員
数
九
十
八
名
）

の
も
と
、
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

「
ヘ
リ
オ
ス
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長

の
挨
拶
が
あ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
よ
う
や
く
終
息
の
兆

し
が
見
え
、
社
会
生
活
や
経
済
活
動

が
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ル
バ
ー
を
取

り
巻
く
情
勢
は
、
一
段
と
そ
の
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
新
た
な
課
題
と

し
て
、
十
月
に
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」が
導
入
さ
れ
ま
す
。
導
入
後
は
、

令
和
五
年
度
定
時
総
会

新
た
な
納
税
負
担
が
生
じ
る
こ
と
と

な
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
専
門
委
員

会
及
び
役
員
会
に
お
い
て
継
続
的
に

協
議
を
重
ね
、
会
員
の
皆
様
の
配
分

金
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
計
画

的
に
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
安

定
し
た
運
営
が
行
え
る
よ
う
精
一
杯

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
優
良
会
員
表
彰
、
来
賓

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
議

事
に
移
り
令
和
四
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
四
年
度
収
支
補
正

予
算
・
令
和
五
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
、
並
び
に
令
和
四
年
度
に

策
定
し
た
第
二
次
中
長
期
計
画
（
後

期
計
画
）
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
山
田
勝
芳
副
理
事
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

◆
城
端
地
域

　
髙
橋
　
恵
美
　
　
　
江
　
　
　
実

　
山
田
　
　
厚
　
　
　
掛
田
つ
や
子

◆
平
地
域

　
九
里
　
保
二
　
　
　
中
川
　
通
男

　
山
本
　
　
敏

◆
上
平
地
域

　
藤
井
　
信
子
　
　
　
市
本
美
代
子

◆
井
波
地
域

　
長
谷
川
幸
枝

喜
び
の
声

◆
井
口
地
域

　
中
嶋
　
　
学

◆
福
野
地
域

　
嶋
崎
　
昭
次
　
　
　
古
瀬
　
信
子

　
神
田
　
信
孝
　
　
　
岩
見
　
栄
輝

◆
福
光
地
域

　
村
中
　
一
男
　
　
　
金
谷
　
與
治

　
井
口
　
滿
夫
　
　
　
田
中
　
行
男

　
砂
田
き
み
子

　
山
田
　
勝
芳
（
平
　
地
域
）

　
高
原
　
忠
正
（
上
平
地
域
）

　
野
原
　
勝
二
（
利
賀
地
域
）

　
前
田
　
和
彦
（
福
野
地
域
）

◆
優
良
会
員
表
彰

山
本
　
　敏
（
平
地
域
）

　
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
の
あ
る
日
は

適
度
な
緊
張
感
が
生
活
の
ア
ク
セ

ン
ト
と
な
り
、
職
場
で
も
多
く
の

触
れ
合
い
が
あ
り
楽
し
く
作
業
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
こ
の

度
は
表
彰
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
働
け
る
間
は
安
全
第
一
で
、
仕

事
の
達
成
感
、
働
く
喜
び
を
分
か

ち
合
え
る
よ
う
励
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩
見
　栄
輝
（
福
野
地
域
）

　
こ
の
度
代
表
し
て
表
彰
状
を
頂

き
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

の
仕
事
を
優
先
し
て
お
ら
れ
る
方

に
は
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
が
、
自

分
は
趣
味
・
教
養
教
室
と
同
レ
ベ
ル

で
シ
ル
バ
ー
を
考
え
、
そ
れ
ら
を
や

り
く
り
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
安
全
第
一
、
健
康
第
一
（
数
病

息
災
）
で
剪
定
作
業
を
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

金
谷
　與
治
（
福
光
地
域
）

　
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
現

役
を
終
え
、シ
ル
バ
ー
人
材
に
登
録
、

も
う
八
年
を
経
た
か
と
思
う
と
、
こ

の
度
の
表
彰
が
と
て
も
意
義
の
あ

る
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
も
な

る
と
心
に
刻
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
は
健

康
で
あ
っ
た
事
、
支
え
て
下
さ
っ
た

方
々
が
居
ら
れ
た
事
で
す
。
感
謝
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
一
生
青
春
・
一
生
勉
強
」
を
座

右
の
銘
と
し
て
、
安
全
第
一
・
健
康

第
一
で
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
◆
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

高
原
　忠
正
（
上
平
地
域
）

　
こ
の
度
栄
え
あ
る
賞
を
頂
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
状
の
会
員
促
進
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
会
員
の
高
齢
化
等

も
あ
り
現
状
維
持
に
努
め
る
の
が
肝

要
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
八
十
歳
近
く
な
り
ま
す
が
、

会
員
各
位
の
健
康
と
安
全
を
願
い
お

礼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

代表受領の左から　山本会員・岩見会員・金谷会員・高原会員・横井会員

（
八
年
以
上
の
継
続
就
業
会
員
） 

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
地
域
別
・
敬
称
略
）

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
良
会
員
表
彰

（
三
人
以
上
の
新
規
会
員
を
紹
介
） 

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

（
三
年
以
上
の
無
事
故
継
続

　
　
　
　
　
　
職
群
班
・
就
業
班
） 

優
良
組
織
部
会
表
彰
（
班
名
・
代
表
者
名
）

　
井
波
草
刈
一
班
　
横
井
　
　
諭

　
福
野
草
刈
二
班
　
竹
部
　
　
敏 祝辞を述べられる

田中南砺市長

議
　事

第
一
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業
報
告

　
会
員
制
度
で
は
、
新
た
に
「
賛
助

会
員
制
度
」
を
導
入
し
、
初
年
度
は

三
十
二
の
事
業
所
に
ご
加
入
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
重
要
課
題
へ
の
取
組
は
、
会
員
の

拡
大
に
向
け
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
た
結
果
、
女
性
会
員
は
増
加
し

ま
し
た
が
、
全
体
で
は
昨
年
度
実
績

を
わ
ず
か
に
下
回
り
ま
し
た
。

　
就
業
拡
大
に
向
け
た
取
組
は
、
会

員
不
足
や
会
員
の
高
齢
化
も
影
響
し
、

契
約
金
額
は
昨
年
度
よ
り
九
百
万

円
余
り
減
少
、
就
業
率
は
前
年
度
よ

り
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
減
の
九
十
・
四
％

に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
令
和
四
年
度
は
、
消

費
税
制
度
に
関
し
て
本
年
十
月
導
入

さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応

に
つ
い
て
継
続
的
に
協
議
を
行
い
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
配
分
金
に
影
響
し

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
第
二
次
中
長
期
計
画
の
後

期
五
か
年
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

　令
和
四
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
次
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
　
北
野
　
律
子
（
会
員
）

　
　
　
　
松
田
　
哲
也
（
行
政
）

　
監
事
　
大
橋
　
　
誠
（
行
政
）

　
任
期
は
、
令
和
五
年
六
月
九
日
か

ら
令
和
六
年
度
定
時
総
会
の
終
結
の

時
ま
で

報
告
事
項

　
第
一
号
　
令
和
四
年
度
補
正
予
算

　
第
二
号
　
令
和
五
年
度
事
業
計
画

　
第
三
号
　
令
和
五
年
度
収
支
予
算

　
第
四
号
　
第
二
次
中
長
期
計
画

（
後
期
計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て

◆
優
良
組
織
部
会
表
彰

横
井
　
　諭
（
井
波
草
刈
一
班
）

　
こ
の
度
は
、
優
良
組
織
部
会
表
彰

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
就
業
に
当
た
っ
て
は
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
無
理
を
し
な

い
、
班
員
の
連
携
を
密
に
す
る
等
に

留
意
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
記
念

講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
南
砺
警
察
署
の
芳

賀
司
氏
お
招
き
し
、「
特
殊
詐

欺
防
止
講
座
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演

令和４年度決算額

経　常
収　益

経　常
費　用

当　期
経　常
増減額

342,470千円

338,633千円

3,837千円

2げんき南砺3 げんき南砺



　
令
和
五
年
度
定
時
総
会
を
六
月
九

日
（
金
）
に
出
席
者
五
百
七
十
四
名

（
う
ち
委
任
状
三
百
二
十
八
名
、
書

面
議
決
権
行
使
会
員
数
九
十
八
名
）

の
も
と
、
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

「
ヘ
リ
オ
ス
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長

の
挨
拶
が
あ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
よ
う
や
く
終
息
の
兆

し
が
見
え
、
社
会
生
活
や
経
済
活
動

が
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ル
バ
ー
を
取

り
巻
く
情
勢
は
、
一
段
と
そ
の
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
新
た
な
課
題
と

し
て
、
十
月
に
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」が
導
入
さ
れ
ま
す
。
導
入
後
は
、

令
和
五
年
度
定
時
総
会

新
た
な
納
税
負
担
が
生
じ
る
こ
と
と

な
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
専
門
委
員

会
及
び
役
員
会
に
お
い
て
継
続
的
に

協
議
を
重
ね
、
会
員
の
皆
様
の
配
分

金
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
計
画

的
に
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
安

定
し
た
運
営
が
行
え
る
よ
う
精
一
杯

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
優
良
会
員
表
彰
、
来
賓

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
議

事
に
移
り
令
和
四
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
四
年
度
収
支
補
正

予
算
・
令
和
五
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
、
並
び
に
令
和
四
年
度
に

策
定
し
た
第
二
次
中
長
期
計
画
（
後

期
計
画
）
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
山
田
勝
芳
副
理
事
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

◆
城
端
地
域

　
髙
橋
　
恵
美
　
　
　
江
　
　
　
実

　
山
田
　
　
厚
　
　
　
掛
田
つ
や
子

◆
平
地
域

　
九
里
　
保
二
　
　
　
中
川
　
通
男

　
山
本
　
　
敏

◆
上
平
地
域

　
藤
井
　
信
子
　
　
　
市
本
美
代
子

◆
井
波
地
域

　
長
谷
川
幸
枝

喜
び
の
声

◆
井
口
地
域

　
中
嶋
　
　
学

◆
福
野
地
域

　
嶋
崎
　
昭
次
　
　
　
古
瀬
　
信
子

　
神
田
　
信
孝
　
　
　
岩
見
　
栄
輝

◆
福
光
地
域

　
村
中
　
一
男
　
　
　
金
谷
　
與
治

　
井
口
　
滿
夫
　
　
　
田
中
　
行
男

　
砂
田
き
み
子

　
山
田
　
勝
芳
（
平
　
地
域
）

　
高
原
　
忠
正
（
上
平
地
域
）

　
野
原
　
勝
二
（
利
賀
地
域
）

　
前
田
　
和
彦
（
福
野
地
域
）

◆
優
良
会
員
表
彰

山
本
　
　敏
（
平
地
域
）

　
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
の
あ
る
日
は

適
度
な
緊
張
感
が
生
活
の
ア
ク
セ

ン
ト
と
な
り
、
職
場
で
も
多
く
の

触
れ
合
い
が
あ
り
楽
し
く
作
業
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
こ
の

度
は
表
彰
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
働
け
る
間
は
安
全
第
一
で
、
仕

事
の
達
成
感
、
働
く
喜
び
を
分
か

ち
合
え
る
よ
う
励
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩
見
　栄
輝
（
福
野
地
域
）

　
こ
の
度
代
表
し
て
表
彰
状
を
頂

き
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

の
仕
事
を
優
先
し
て
お
ら
れ
る
方

に
は
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
が
、
自

分
は
趣
味
・
教
養
教
室
と
同
レ
ベ
ル

で
シ
ル
バ
ー
を
考
え
、
そ
れ
ら
を
や

り
く
り
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
安
全
第
一
、
健
康
第
一
（
数
病

息
災
）
で
剪
定
作
業
を
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

金
谷
　與
治
（
福
光
地
域
）

　
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
現

役
を
終
え
、シ
ル
バ
ー
人
材
に
登
録
、

も
う
八
年
を
経
た
か
と
思
う
と
、
こ

の
度
の
表
彰
が
と
て
も
意
義
の
あ

る
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
も
な

る
と
心
に
刻
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
は
健

康
で
あ
っ
た
事
、
支
え
て
下
さ
っ
た

方
々
が
居
ら
れ
た
事
で
す
。
感
謝
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
一
生
青
春
・
一
生
勉
強
」
を
座

右
の
銘
と
し
て
、
安
全
第
一
・
健
康

第
一
で
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
◆
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

高
原
　忠
正
（
上
平
地
域
）

　
こ
の
度
栄
え
あ
る
賞
を
頂
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
状
の
会
員
促
進
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
会
員
の
高
齢
化
等

も
あ
り
現
状
維
持
に
努
め
る
の
が
肝

要
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
八
十
歳
近
く
な
り
ま
す
が
、

会
員
各
位
の
健
康
と
安
全
を
願
い
お

礼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

代表受領の左から　山本会員・岩見会員・金谷会員・高原会員・横井会員

（
八
年
以
上
の
継
続
就
業
会
員
） 

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
地
域
別
・
敬
称
略
）

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
良
会
員
表
彰

（
三
人
以
上
の
新
規
会
員
を
紹
介
） 

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

（
三
年
以
上
の
無
事
故
継
続

　
　
　
　
　
　
職
群
班
・
就
業
班
） 

優
良
組
織
部
会
表
彰
（
班
名
・
代
表
者
名
）

　
井
波
草
刈
一
班
　
横
井
　
　
諭

　
福
野
草
刈
二
班
　
竹
部
　
　
敏 祝辞を述べられる

田中南砺市長

議
　事

第
一
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業
報
告

　
会
員
制
度
で
は
、
新
た
に
「
賛
助

会
員
制
度
」
を
導
入
し
、
初
年
度
は

三
十
二
の
事
業
所
に
ご
加
入
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
重
要
課
題
へ
の
取
組
は
、
会
員
の

拡
大
に
向
け
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
た
結
果
、
女
性
会
員
は
増
加
し

ま
し
た
が
、
全
体
で
は
昨
年
度
実
績

を
わ
ず
か
に
下
回
り
ま
し
た
。

　
就
業
拡
大
に
向
け
た
取
組
は
、
会

員
不
足
や
会
員
の
高
齢
化
も
影
響
し
、

契
約
金
額
は
昨
年
度
よ
り
九
百
万

円
余
り
減
少
、
就
業
率
は
前
年
度
よ

り
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
減
の
九
十
・
四
％

に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
令
和
四
年
度
は
、
消

費
税
制
度
に
関
し
て
本
年
十
月
導
入

さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応

に
つ
い
て
継
続
的
に
協
議
を
行
い
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
配
分
金
に
影
響
し

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
第
二
次
中
長
期
計
画
の
後

期
五
か
年
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

　令
和
四
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
次
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
　
北
野
　
律
子
（
会
員
）

　
　
　
　
松
田
　
哲
也
（
行
政
）

　
監
事
　
大
橋
　
　
誠
（
行
政
）

　
任
期
は
、
令
和
五
年
六
月
九
日
か

ら
令
和
六
年
度
定
時
総
会
の
終
結
の

時
ま
で

報
告
事
項

　
第
一
号
　
令
和
四
年
度
補
正
予
算

　
第
二
号
　
令
和
五
年
度
事
業
計
画

　
第
三
号
　
令
和
五
年
度
収
支
予
算

　
第
四
号
　
第
二
次
中
長
期
計
画

（
後
期
計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て

◆
優
良
組
織
部
会
表
彰

横
井
　
　諭
（
井
波
草
刈
一
班
）

　
こ
の
度
は
、
優
良
組
織
部
会
表
彰

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
就
業
に
当
た
っ
て
は
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
無
理
を
し
な

い
、
班
員
の
連
携
を
密
に
す
る
等
に

留
意
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
記
念

講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
南
砺
警
察
署
の
芳

賀
司
氏
お
招
き
し
、「
特
殊
詐

欺
防
止
講
座
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演

令和４年度決算額

経　常
収　益

経　常
費　用

当　期
経　常
増減額

342,470千円

338,633千円

3,837千円
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昨年度はじめて開催した
「スマホ講習会」。熱気あ
ふれる講習会でした。

　
去
る
六
月
十
五
日（
木
）、富
山
市

の
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で
、
令
和

五
年
度
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
左
記
の
三
名

が
永
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
髙
田
庄
之
助
　（
城
端
地
域
）

　
笹
川
加
代
子
　（
利
賀
地
域
）

　
林
　
　
敏
夫
　（
福
光
地
域
）

髙
田
庄
之
助
（
城
端
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
表
彰
を
頂

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
無

理
せ
ず
に
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

笹
川
加
代
子
（
利
賀
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
夢
に
も
思
わ
ぬ
表
彰

を
頂
き
、
嬉
し
く
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
入
会
以
来
、
仲
間
と
楽

し
く
元
気
で
働
き
続
け
気
が
つ
け

ば
、八
十
路
坂
を
登
り
切
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
ひ
ざ
、
腰
を
い
た

わ
り
な
が
ら
、
無
理
せ
ず
、
ボ
チ
ボ

チ
と
残
り
の
人
生
を
悔
い
な
く
過
ご

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

林
　
　敏
夫
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
県
連
合
会
よ
り
身
に

余
る
表
彰
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
施
設
管
理
に
就
業
さ
せ
て

頂
き
、
多
く
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

が
あ
り
元
気
に
楽
し
く
、
健
康
に
留

意
し
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

喜
び
の
声

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

写真は髙田会員（右）「手作り班展示即売コーナー」

公
益
社
団
法
人
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　セ
ン
タ
ー
連
合
会
　優
良
会
員
表
彰

公
益
社
団
法
人
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　セ
ン
タ
ー
連
合
会
　優
良
会
員
表
彰

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と

し
て
五
年
以
上
在
籍
し
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
を
助
け
、
振

興
に
寄
与
し
、
そ
の
業
績
が
顕
著
で
他

の
模
範
と
な
る
者
。但
し
、原
則
と
し
て
、

所
属
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
優
良
会
員
表
彰
を
受
け
て
い
る
者
。

　
こ
の
度
の
役
員
研
修
の
最
初
の
研

修
先
で
あ
る
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
運
営
さ
れ
て
い
る
三
世
代

交
流
施
設
「
と
ん
て
ん
館
」
は
、「
子

育
て
世
代
へ
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
と
会

員
へ
の
就
業
情
報
の
周
知
」
の
た
め

の
事
業
で
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
を
目
的
に
ビ

ル
一
階
を
丸
ご
と
借
受
け
、
市
か
ら

の
手
厚
い
支
援
を
受
け
な
が
ら
独
自

の
発
想
と
工
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に
よ
り
、
親
子
三
世

代
交
流
、
会
員
、
市
民
の
交
流
の
場

と
し
て
開
館
さ
れ
て
お
り
、
館
内
は

子
育
て
支
援
や
会
員
手
作
り
の
小
物

展
示
、
喫
茶
、
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
と

し
て
卓
球
や
健
康
麻
雀
等
格
安
な
料

金
で
利
用
で
き
る
体
制
に
し
た
と
伺

い
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
も
今
回
の
研
修
で
説

明
を
受
け
た
取
組
を
参
考
に
、
お
互

い
に
知
恵
と
汗
を
出
し
運
営
に
生
か

し
た
い
も
の
で
す
。（窪

田
喜
作
理
事
）

　
去
る
七
月
五
日
、
六
日
に
役
職
員

十
三
名
が
参
加
し
て
、
多
様
化
す
る

事
業
を
先
進
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
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概
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会
の
活
動
状
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度
の
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用
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て
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各
種
同
好
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

・
独
自
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
日
本
最
古
の
天
守
閣
の
あ
る
犬
山

城
を
北
西
に
望
む
犬
山
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
就
業
機
会

創
出
・
拡
大
事
業
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー

城
下
町
プ
ラ
ザ
運
営
事
業
を
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

犬
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
愛
知
県
）
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「とんてん館」

「とんてん館」内の交流の場

令和4年度実績 関　市 南砺市

会員数（人）

就業延日人員（人日）

就業実人員（人）

就業率（％）

受注件数（件）

受託事業収益（千円）

派遣会員賃金（千円）

手数料等（千円）

753

36,436

404

53.7

2,161

177,902

162,677

21,888

746

62,573

604

81

6,748

295,852

48,201

6,146

令和4年度実績 犬山市 南砺市

681

54,691

514

75.5

1,861

207,109

18,297

4,676

746

62,573

604

81

6,748

295,852

48,201

6,146

　
高
齢
者
や
子
ど
も
、
観
光
客
な
ど

多
様
な
人
々
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
会
員
の
就
業
機
会
を

創
出
し
地
域
に
活
力
を
与
え
る
こ
と

を
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
犬
山
市
地
域
農
業
活
性
化

事
業
（
ト
マ
ト
栽
培
事
業
）
は
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
、
就
業
確
保
の
た

め
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
、
ア

イ
メ
ッ
ク
農
法
に
よ
る
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
愛
称
）「
お
い
し
い
花
子
」
を
生
産

し
、
パ
ッ
ク
詰
め
に
て
シ
ル
バ
ー
城

下
町
プ
ラ

ザ
で
な
ど

で
販
売
し

て
い
る
人

気
商
品
だ

そ
う
で
す
。

　
他
に
、
会
員
講
師
に
よ
る
有
料
の

教
室
（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
ク
ラ
フ
ト

バ
ン
ド
、
筆
耕
の
教
室
な
ど
）
の
開

催
や
、
手
作
り
の
お
こ
わ
の
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
、
来
場
客
で
活
気
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
、

魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、

様
々
な
事
業
に
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
頃
の
就
業
機
会
に
加
え
て
、

生
涯
学
習
、
福
祉
活
動
を
シ
ル
バ
ー

の
活
動
に
取
り
入
れ
て
活
発
に
市
民

と
の
交
流
の
場
を
も
っ
て
活
動
さ
れ

て
い
る
事
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
も
ふ
れ
あ
い
市

や
女
性
部
の
集
い
な
ど
、
更
な
る
活

動
が
展
開
さ
れ
活
発
な
セ
ン
タ
ー
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
山
田
政
寛
理
事
）
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催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
左
記
の
三
名

が
永
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
髙
田
庄
之
助
　（
城
端
地
域
）

　
笹
川
加
代
子
　（
利
賀
地
域
）

　
林
　
　
敏
夫
　（
福
光
地
域
）

髙
田
庄
之
助
（
城
端
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
表
彰
を
頂

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
無

理
せ
ず
に
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

笹
川
加
代
子
（
利
賀
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
夢
に
も
思
わ
ぬ
表
彰

を
頂
き
、
嬉
し
く
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
入
会
以
来
、
仲
間
と
楽

し
く
元
気
で
働
き
続
け
気
が
つ
け

ば
、八
十
路
坂
を
登
り
切
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
ひ
ざ
、
腰
を
い
た

わ
り
な
が
ら
、
無
理
せ
ず
、
ボ
チ
ボ

チ
と
残
り
の
人
生
を
悔
い
な
く
過
ご

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

林
　
　敏
夫
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
県
連
合
会
よ
り
身
に

余
る
表
彰
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
施
設
管
理
に
就
業
さ
せ
て

頂
き
、
多
く
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

が
あ
り
元
気
に
楽
し
く
、
健
康
に
留

意
し
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

喜
び
の
声

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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者
や
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ど
も
、
観
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客
な
ど

多
様
な
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を
対
象
と
し
た
サ
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、
会
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の
就
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会
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創
出
し
地
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に
活
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え
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こ
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を
目
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と
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い
ま
す
。

　
特
に
、
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市
地
域
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業
活
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事
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（
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、
高
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者
の
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、
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の
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、
国
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の
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を
受
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、
ア
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よ
る
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」
を
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な
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で
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気
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有
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の
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、
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が
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、
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を
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、

魅
力
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る
セ
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を
目
指
し
、

様
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な
事
業
に
適
用
さ
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て
い
ま

す
。
日
頃
の
就
業
機
会
に
加
え
て
、

生
涯
学
習
、
福
祉
活
動
を
シ
ル
バ
ー

の
活
動
に
取
り
入
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て
活
発
に
市
民

と
の
交
流
の
場
を
も
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て
活
動
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れ

て
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る
事
が
素
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ら
し
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と
感
じ
ま

し
た
。
当
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も
ふ
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あ
い
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や
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部
の
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な
ど
、
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な
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が
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に
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を
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シ
ル
バ
ー
の
日
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
十
月
は
全
国
統
一
「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
促
進
月

間
」
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
と
お
し
て
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新

し
い
仲
間
に
加
入
を
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

各
地
区
の
活
動
は
別
紙
開
催
計

画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
、
自

転
車
利
用
者
に
対
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
　
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
　
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

　
　
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
　
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
　
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

表
紙
（
福
光
植
木
二
班
）

　
剪
定
作
業
の
現
場
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。

　
班
長
の
森
田
会
員
は
、「
蜂

対
策
」
と
し
て
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
「
オ
ニ
ヤ

ン
マ
」
の
グ
ッ
ズ
を
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
班
の
全
員
で
、
安
全
第
一
・

事
故
ゼ
ロ
を
心
掛
け
、
発
注
者

に
喜
ん
で
頂
け
る
作
業
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
業
務
効
率
化
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
経
営

基
盤
を
強
化
し
て
い
く
上
で
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
環

境
の
整
備
と
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
を
同
時
に
進
め
て
い
く
た
め
、

Ｗ
ｅ
ｂ
入
会
・
Ｗ
ｅ
ｂ
受
注
な
ど
の
効
率

的
な
業
務
運
営
に
資
す
る
各
種
シ
ス
テ
ム

を
導
入
・
利
用
し
ま
す
。

　
前
号
の
会
報
配
布
時
に
、
会
員

の
皆
様
に
電
子
機
器
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
結

果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
」

推
進
の
た
め
活
用
い
た
し
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

女
性
部
の
集
い
の
ご
案
内

　
毎
年
恒
例
の
女
性
部
の
集
い
を
、

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
地
区

内
外
の
会
員
交
流
が
図
れ
る
機
会
で

す
。
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
参
加
く
だ
さ
い
。

日

　
　時

　十
月
十
九
日（
木
）

時

　
　間

　九
時
三
十
分

集
合
場
所

　福
野
駅

会

　
　費

　一
〇
〇
円

募
集
人
数

　二
十
名

申
込
方
法

九
月
末
日
ま
で
に
、
電
話
で
シ
ル
バ
ー

の
事
務
局
（
二
二-
八
〇
五
〇
）
へ
申
込

く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
化

シ
ル
バ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
化

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

会
員
・
市
民
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

会
員
・
市
民
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

ス
マ
ホ
調
査
結
果

ス
マ
ホ
調
査
結
果

ふ
れ
あ
い
市
に
遊
び
に
き
て
ね

ふ
れ
あ
い
市
に
遊
び
に
き
て
ね

　
現
在
就
業
会
員
四
名
の
登
録
が

完
了
し
、
ド
ロ
ー
ン
操
作
の
技
術

向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、

事
業
拡
大
に
向

け
て
の
Ｐ
Ｒ
と

と
も
に
就
業
会

員
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　
季
節
の
美
味
し
い
新
鮮
な
野
菜

が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

　
十
一
月
ま
で
の

　
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日
に
開
催

　
十
時
か
ら
十
三
時
ま
で

開
催
場
所

　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
前

空
き
家
・
空
き
地
管
理
サ
ー
ビ
ス

ド
ロ
ー
ン
就
業
開
始
に
む
け
て

空
き
家
・
空
き
地
管
理
サ
ー
ビ
ス

ド
ロ
ー
ン
就
業
開
始
に
む
け
て

事
務
局
だ
よ
り

各
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

総
務
委
員
会

女
性
部

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会

安
全
だ
よ
り

令和５年度独自講習会のご案内

雪吊講習会

健康講座（フレイル予防）
介護予防（脳の活性化運動）
スマホ教室（応用）
介護予防（運動について）

技能講習会

作業のできる服装、道具を持参で受講ください。
介護予防講習会

15 名

高瀬交流センター

福野シルバー
ワークプラザ
研修室

９時３０分から１５時３０分

１０時から１１時

１０時３０分から１２時
１０時から１１時

１０月１８日（水）

９月２６日（火）
１０月１０日（火）
１０月２４日（火）
１１月１４日（火）

有効回答数

A スマホ保有人数

　スマホ保有率

B 保有希望人数

AとBを足した割合

パソコン保有人数

　パソコン保有率

393

326人

83.0%

20人

88.0%

196人

55.1%

　令
和
五
年
度
会
員
研
修

城
下
町
村
上

　町
屋
の
屏
風
ま
つ
り
、

弥
彦
神
社
、
寺
泊
と
瀬
波
温
泉
の
旅

日
　
　
程
　
十
月
五
日
〜
六
日

研
修
事
項
　
交
通
安
全
に
つ
い
て（
案
）

Web受注チャンネル
ネットでのお仕事の依頼を可能とする窓口の開設。
ホームページから24時間365日お仕事の申込み
を可能とし、お客様の利便性向上と就業開拓を推
進します。９月より運用を開始します。

Web入会チャンネル
ネットでいつでも入会申込できる窓口の開設。入会
希望者へのサービス向上と会員拡大を図ります。
ホームページから気軽に入会申込できる環境を整備
します。９月より運用を開始します。

Smile to Smile サービス（会員専用ホームページ）
～会員の皆さんとのコミュニケーションツール～
おしらせ・・・センターから会員の皆様へのお知らせをサイトに掲載します。
就業情報・・・今現在募集している就業情報を掲載します。
迅速な情報発信により、より会員の皆様の希望に沿ったお仕事を紹介できるよう
に図ります。利用方法につきましては、郵送しました「Smileログイン通知書」
（ログインＩＤ・パスワード通知書）を参照し利用登録を行う必要があります。

講習名

講習名

月日

月日

時間

時間

会場

会場 人数

　400 年近い歴史を誇る村上大祭（７月 7日）
は、かつて「屏風まつり」ともいわれていま
した。今はあまり立てることもなくなった、
昔から各家に伝わる屏風の数々を町衆の心意
気で町人町一帯の町屋等で展示披露されます。

☆町屋の屏風まつり☆

新潟県随一のパワースポット　「おやひこさま」
　御祭神は天照大神の曾孫の天香山命（あめのか
ごやまのみこと）。創建から 2400 年以上の歴史
を有するとされる神社で、日本最古の万葉集にも
詠われています。

☆越後一宮　弥彦神宮☆

みどころ

福
野
ま
ち
歩
き

福
野
ま
ち
歩
き

シルバー
　 ふれあいデー
令和５年 11月３日（金）
10時から 15時まで

開催場所はシルバーワーク
プラザ周辺

ふるまい鍋や
作品展示、
女性部バザー、
縁日など
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シ
ル
バ
ー
の
日
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
十
月
は
全
国
統
一
「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
促
進
月

間
」
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
と
お
し
て
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新

し
い
仲
間
に
加
入
を
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

各
地
区
の
活
動
は
別
紙
開
催
計

画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
、
自

転
車
利
用
者
に
対
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
　
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

　
　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
　
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

　
　
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
　
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
　
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

表
紙
（
福
光
植
木
二
班
）

　
剪
定
作
業
の
現
場
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。

　
班
長
の
森
田
会
員
は
、「
蜂

対
策
」
と
し
て
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
「
オ
ニ
ヤ

ン
マ
」
の
グ
ッ
ズ
を
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
班
の
全
員
で
、
安
全
第
一
・

事
故
ゼ
ロ
を
心
掛
け
、
発
注
者

に
喜
ん
で
頂
け
る
作
業
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
業
務
効
率
化
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
経
営

基
盤
を
強
化
し
て
い
く
上
で
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
環

境
の
整
備
と
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
を
同
時
に
進
め
て
い
く
た
め
、

Ｗ
ｅ
ｂ
入
会
・
Ｗ
ｅ
ｂ
受
注
な
ど
の
効
率

的
な
業
務
運
営
に
資
す
る
各
種
シ
ス
テ
ム

を
導
入
・
利
用
し
ま
す
。

　
前
号
の
会
報
配
布
時
に
、
会
員

の
皆
様
に
電
子
機
器
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
結

果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
」

推
進
の
た
め
活
用
い
た
し
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

女
性
部
の
集
い
の
ご
案
内

　
毎
年
恒
例
の
女
性
部
の
集
い
を
、

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
地
区

内
外
の
会
員
交
流
が
図
れ
る
機
会
で

す
。
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
参
加
く
だ
さ
い
。

日

　
　時

　十
月
十
九
日（
木
）

時

　
　間

　九
時
三
十
分

集
合
場
所

　福
野
駅

会

　
　費

　一
〇
〇
円

募
集
人
数

　二
十
名

申
込
方
法

九
月
末
日
ま
で
に
、
電
話
で
シ
ル
バ
ー

の
事
務
局
（
二
二-

八
〇
五
〇
）
へ
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だ
さ
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。
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ル
メ
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ま
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催
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マ
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調
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結
果
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結
果

ふ
れ
あ
い
市
に
遊
び
に
き
て
ね

ふ
れ
あ
い
市
に
遊
び
に
き
て
ね

　
現
在
就
業
会
員
四
名
の
登
録
が

完
了
し
、
ド
ロ
ー
ン
操
作
の
技
術

向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、

事
業
拡
大
に
向

け
て
の
Ｐ
Ｒ
と

と
も
に
就
業
会

員
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　
季
節
の
美
味
し
い
新
鮮
な
野
菜

が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

　
十
一
月
ま
で
の

　
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日
に
開
催

　
十
時
か
ら
十
三
時
ま
で

開
催
場
所

　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
前

空
き
家
・
空
き
地
管
理
サ
ー
ビ
ス

ド
ロ
ー
ン
就
業
開
始
に
む
け
て

空
き
家
・
空
き
地
管
理
サ
ー
ビ
ス

ド
ロ
ー
ン
就
業
開
始
に
む
け
て

事
務
局
だ
よ
り

各
委
員
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

総
務
委
員
会

女
性
部

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会

安
全
だ
よ
り

令和５年度独自講習会のご案内

雪吊講習会

健康講座（フレイル予防）
介護予防（脳の活性化運動）
スマホ教室（応用）
介護予防（運動について）

技能講習会

作業のできる服装、道具を持参で受講ください。
介護予防講習会

15 名

高瀬交流センター

福野シルバー
ワークプラザ
研修室

９時３０分から１５時３０分

１０時から１１時

１０時３０分から１２時
１０時から１１時

１０月１８日（水）

９月２６日（火）
１０月１０日（火）
１０月２４日（火）
１１月１４日（火）

有効回答数

A スマホ保有人数

　スマホ保有率

B 保有希望人数

AとBを足した割合

パソコン保有人数

　パソコン保有率

393

326人

83.0%

20人

88.0%

196人

55.1%

　令
和
五
年
度
会
員
研
修

城
下
町
村
上

　町
屋
の
屏
風
ま
つ
り
、

弥
彦
神
社
、
寺
泊
と
瀬
波
温
泉
の
旅

日
　
　
程
　
十
月
五
日
〜
六
日

研
修
事
項
　
交
通
安
全
に
つ
い
て（
案
）

Web受注チャンネル
ネットでのお仕事の依頼を可能とする窓口の開設。
ホームページから24時間365日お仕事の申込み
を可能とし、お客様の利便性向上と就業開拓を推
進します。９月より運用を開始します。

Web入会チャンネル
ネットでいつでも入会申込できる窓口の開設。入会
希望者へのサービス向上と会員拡大を図ります。
ホームページから気軽に入会申込できる環境を整備
します。９月より運用を開始します。

Smile to Smile サービス（会員専用ホームページ）
～会員の皆さんとのコミュニケーションツール～
おしらせ・・・センターから会員の皆様へのお知らせをサイトに掲載します。
就業情報・・・今現在募集している就業情報を掲載します。
迅速な情報発信により、より会員の皆様の希望に沿ったお仕事を紹介できるよう
に図ります。利用方法につきましては、郵送しました「Smileログイン通知書」
（ログインＩＤ・パスワード通知書）を参照し利用登録を行う必要があります。

講習名

講習名

月日

月日

時間

時間

会場

会場 人数

　400 年近い歴史を誇る村上大祭（７月 7日）
は、かつて「屏風まつり」ともいわれていま
した。今はあまり立てることもなくなった、
昔から各家に伝わる屏風の数々を町衆の心意
気で町人町一帯の町屋等で展示披露されます。

☆町屋の屏風まつり☆

新潟県随一のパワースポット　「おやひこさま」
　御祭神は天照大神の曾孫の天香山命（あめのか
ごやまのみこと）。創建から 2400 年以上の歴史
を有するとされる神社で、日本最古の万葉集にも
詠われています。

☆越後一宮　弥彦神宮☆

みどころ

福
野
ま
ち
歩
き

福
野
ま
ち
歩
き

シルバー
　 ふれあいデー
令和５年 11月３日（金）
10時から 15時まで

開催場所はシルバーワーク
プラザ周辺

ふるまい鍋や
作品展示、
女性部バザー、
縁日など
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新
型
コ
ロ
ナ
は
、
ま
だ
ま
だ
沈
静

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
地
で
催
し

が
開
催
さ
れ
交
流
が
深
ま
り
、
心
豊

か
に
な
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
豪
雨
災
害
が
各

地
で
多
発
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る
事
に
は
心
が
痛
み
ま
す
。

　
ま
た
、
今
夏
は
連
日
の
猛
暑
で
、

夏
バ
テ
気
味
の
方
も
多
い
の
で
は
と

察
し
ま
す
。
栄
養
と
休
養
を
充
分
に

取
り
、
万
全
の
体
調
で
日
々
の
業
務

に
当
た
り
ま
し
ょ
う
。
　
（
Ｓ
・
Ｍ
）

編
　集
　後
　記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ゴ
ー
ル
ド
会
員
登
録
者
紹
介

下
期
入
会
説
明
会
日
程

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
七
月
三
十
一
日
ま
で

　城
端
地
域

　
　
中
田
　
政
典
　
　
山
本
　
良
昭

　
　
田
辺
　
哲
男
　
　
喜
多
　
　
勉

　
　
松
原
早
百
合
　
　
西
田
　
一
美

　平
地
域　

　
　
上
原
　
史
朗
　
　
池
田
　
政
彦

　
利
賀
地
域

　
　
野
村
紀
美
子
　
　
高
桑
　
久
義

　
　
高
桑
　
真
琴　

　
井
波
地
域

　
　
往
蔵
日
登
美
　
　
吉
田
　
克
美

　
　
吉
田
　
俊
洋
　
　
松
川
　
　
毅

　
　
野
原
　
裕
治
　
　
山
本
　
　
彰

　
　
松
島
　
　
弘

　井
口
地
域　
　
　

　
　
吉
田
美
和
子

　福
野
地
域

　
　
鳶
野
　
登
之
　
　
高
田
喜
代
志

　
　
安
達
　
昭
吾
　
　
石
川
　
　
徹

　
　
松
本
　
文
男
　
　
中
薮
　
明
美

　
　
川
崎
　
幹
夫
　
　
竹
本
　
修
志

　
　
石
﨑
　
欣
治
　
　
石
崎
　
友
二

　
　
大
島
　
忠
義
　
　
安
田
　
弘
志

　
　
河
合
　
正
利
　
　
重
原
　
　
均

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
井
上
　
和
美
　
　
松
本
　
和
美

　
　
斉
藤
　
幸
一

　福
光
地
域

　
　
渡
辺
　
久
子
　
　
本
居
　
文
夫

　
　
中
筋
　
　
弘
　
　
前
田
　
景
子

　
　
宮
崎
　
平
作
　
　
吉
井
富
志
美

　
　
浅
地
　
京
子
　
　
上
坂
　
正
治

　
　
北
島
　
利
枝
　
　
山
下
　
郁
代

　
　
榊
　
ス
エ
子
　
　
本
居
　
紀
子

　
　
中
山
　
祐
子
　
　
法
邑
　
豊
秋

　
　
高
桑
智
江
子
　
　
南
　
登
代
子

　
　
渡
辺
　
芳
明
　
　
宮
元
　
福
子

　
　
栗
山
　
仁
視
　
　
小
西
　
博
之

【
出
前
入
会
説
明
会
】

　
十
月
十
日（
火
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
城
端

　
三
月
八
日（
金
）午
前
十
時
か
ら

　
開
催
場
所
　
井
口

【
女
性
限
定
入
会
説
明
会
】

　
十
一
月
二
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
開
催
場
所
　

　
　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　※

連
合
会
主
催
「
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ

　
　
講
習
会
」
を
同
日
開
催
し
ま
す
。

　
井
波
地
域
　

　
　
大
久
保
信
子
　
　
山
本
　
申
三

　
こ
の
度
、
特
殊

肥
料
と
し
て
、
富

山
県
へ
登
録
し
ま

し
た
。
肥
料
の
名

称
は
、「
シ
ル
バ
ー

た
い
ひ
」
で
す
。 

　
新
し
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
な
り
、

厚
み
も
増
し
て
、

耐
久
性
も
向
上
し

ま
し
た
。
ま
た
、
主
要
な
成
分
を
検

査
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
よ
り
様
々

な
用
途
で
使
い
や
す
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
土
壌
の
通
気
性
や
生
物
性
の
改
善

が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
一
度

お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

配
分
金
支
払
日

令
和
五
年
版
　
会
員
手
帳
予
約
受
付

「
シ
ル
バ
ー
た
い
ひ
」へ
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　
八
　
月
分
　
九
　
月
二
十
日（
水
）

　
九
　
月
分
　
十
　
月
二
十
日（
金
）

　
十
　
月
分
　
十
一
月
二
十
日（
月
）

　
十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日（
水
）

申
込
方
法
：
事
務
局
窓
口
か
電
話
で

九
月
末
日
ま
で
に
申
込
く
だ
さ
い
。

一
冊
　
三
〇
〇
円

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以

上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
、
ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方

に
、
ぜ
ひ
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

福野シルバーワークプラザ　研修室
午後1時 30分～

令和5年度
下期入会説明会日程

令和5年度
下期入会説明会日程

令和5年10月20日（金）

令和5年11月20日（月）

令和5年12月20日（水）

令和6年  1月19日（金）

令和6年  2月20日（火）

令和6年  3月19日（火）

金
額

四
〇
〇
円（
税
込
）／
袋

シルバーだより

令和５年９月10日発行

第　57　号

◇表紙（松の剪定・福光植木２班）
◇令和５年度定時総会・優良会員表彰
◇富山県シルバー連合会優良表彰
◇各委員会からのお知らせ・事務局だより
◇安全だより
◇おしらせ

主な内容

〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
https://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数　　710名
男　性　　433人　 　女　性　　277人
　　　　　　　（令和５年８月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

8げんき南砺


